
 

1 

 

 
LEAVE NO TRACE 

レベル１インストラクターコース  
開催要項 

 

                         

 

 

2024 年 10 月 17 日（木）17 時 

申込フォームよりお申し込みください 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

プログラム 

大阪 YMCA 総合研究所は Leave No Trace Japan 団体エデュケーショナルメンバー です 

https://osakaymca.or.jp/research/oltc/
https://maps.app.goo.gl/t3UJzjiur4Pf9k5a9
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfEt9ATLSZyII4QdMOzUZ41Q7a9W-y-rhUpxD_F6uUwJrT90g/viewform
mailto:outdoor-training@osakaymca.org
https://weaj.jp/curriculum/
https://outdoor-training.fourfold.jp/
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ルール、マナー 

 

 

 

 

宿泊、入浴 

 

 

食事 

 １日目昼食はお弁当（持参）となります 

 １日目夕食、2 日目朝食、昼食は各自食材、調味料等持参となります 

 LNT の実践としてゴミの削減、調理のしやすさ、おいしさ、カロリーのバランスを考えて準備します 

  

 

装備 

 LNT の実践として以下の持ち物をご準備ください 

 「貸出可」の持ち物は無料でご利用いただけます ご希望の方は事前に申告してください 

 シングルバーナー用のガスカートリッジは有料販売（１缶 660 円）となります 

 

１．炊事、食材関係 

２．野外遠征関係 

 

 

 
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LNT７原則 
 

原則１ 事前の計画と準備（Plan ahead and prepare） 
・行き先のルールや注意することを知ろう 
・悪天候や緊急時に備えよう 
・ピークシーズンや混雑する時間帯を避けよう 
・できるかぎり少人数のグループで活動しよう 
・できる限りゴミが少なくなるようにパッキングしよう 
・標識に頼らずに地図とコンパスを使おう 
 
原則２ 影響の少ない場所での活動（Travel and camp on durable surfaces） 
・指定地、岩、砂、雪、乾いた草など頑丈な土地の上で活動しよう 
・キャンプサイトは水辺から６０m 以上離れたところに見つけよう 
・よいキャンプサイトは作るのではなく見つけよう 
よく使われている場所では 
・指定のトレイルやテントサイトを利用しよう 
・トレイルがドロドロでも真ん中を歩こう 
・キャンプサイトは植生が少ない場所にできる限り小さく設営しよう 
ほとんど使われていない場所では 
・人が入っていないところではキャンプサイトや歩行を分散させよう 
・インパクトが始まりかけた場所は避けよう 
 
原則３ ゴミの適切な処理（Dispose of waste properly） 
・すべてのゴミや食べかすを持ち帰ろう 
・キャンプサイトや休憩場所を離れる時にゴミを確認しよう 
・トイレは水辺、テントサイト、トレイルから 60m 離れたところに見つけよう 
・トイレは 20cm 程度穴を掘って行い、終わったらしっかり埋めよう 
・トイレットペーパーは持ち帰ろう 
・食器は水辺から 60m 離れたところで、必要最小限の天然洗剤で洗おう 
・食べかすはこし網で取り除こう 
 
原則４ 見たものはそのままに（Leave what you find） 
・文化的、歴史的遺跡は触れずに見るだけにしよう 
・石、植物等すべての自然物は置いて帰ろう 
・外来生物を運んだり、持ち込んだりするのを避けよう 
・木で何かを作ったり穴を掘ったりしないようにしよう 
・キャンプサイトはもとどおりにしてから出発しよう 
 
原則５ 最小限のたき火の影響（Minimize campfire impacts） 
・できる限りストーブを使うようにしよう 
・たき火をするときは焚き火台やマウンドファイヤーを使おう 
・たき火の大きさは必要最小限にしよう 
・薪には手で折れる程度の落ちている枝だけを使おう 
・すべての薪が灰になるまで燃やそう 
・灰は完全に消火してからバラまこう 
 
原則６ 野生動物の尊重（Respect wildlife） 
・野生動物は遠くから観察しよう 
・野生動物にエサをあげないようにしよう 
・食べ物に野生動物が近づかないようにしよう 
・ペットはいつもつないでおくか、家に置いてこよう 
・子育てや巣作りなどをしている野生動物には近づかないようにしよう 
 
原則７ 他のビジターへの配慮（Be considerate of other visitors） 
・他のビジターの体験の質を保とう 
・他のビジターとスペースを譲り合おう 
・他のビジターとすれ違うときは登りの人を優先しよう 
・キャンプや休憩はトレイルから離れて行おう 
・自然を静かに楽しもう 


